
  

本康歯科ニュース 

 
世界中のどの歯医者に行くよりも、この歯医者に来て良かった！！」と思ってもらえる歯科医院めざして！ 

3 歳までにむし歯菌に感染しなければ、一生むし歯にならないの? 

歯がはえる前の乳児の口に、むし歯菌は感染できません。むし歯菌は歯がないと生息できないからです。注意した

いのは、生後 1歳半～2歳半の頃。「感染の窓」と呼ばれるこの時期は、むし歯菌に感染しやすいので気をつけなけ

ればなりません。では、「感染の窓」を過ぎて 3歳までにむし歯菌に感染しなければ、一生むし歯にならないのでし

ょうか？ 

口の中では、"口腔細菌フローラ"がつくられ、500種類以上の細菌が生息しています。数多くの調査で、むし歯をも

つ子供は、ミュータンス菌(代表的なむし歯菌)が口腔細菌フローラの 30%を超えていることがわかっています。つま

り、口腔細菌フローラの中でミュータンス菌が増えると、むし歯になりやすくなるということです。 

健康な大人の口腔細菌フローラでは、外から来た細菌は簡単には口の中に生息できません。ただ、なかなか予約が

とれない人気のレストランでも、何らかの理由で空席ができれば入店するチャンスがありますよね。それと同じで

口腔細菌フローラでも、乱れた食事や環境変化など条件がそろえば、むし歯菌にとって感染するチャンスになりま

す。 

子供のむし歯を防ぐためには、まずは生後 1歳半～2歳半頃の「感染の窓」の時期に注意しましょう。そして次に注

意したいのは、6～12歳頃。この時期は「第二の感染の窓」と呼ばれ、乳歯から永久歯にはえかわり、口腔細菌フロ

ーラに大きな変化が起こるので、むし歯菌に感染する可能性があります。つまり、3歳までにむし歯菌に感染しなく

ても、将来的にむし歯菌に感染する可能性はあり、食生活やオーラルケアが疎かになれば、むし歯にはなってしま

います。歯がはえてから 3年程度は、歯が未成熟です。乳歯は 2～5歳、永久歯は 7～15歳が特にむし歯になりやす

い時期なので注意しましょう。 
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